

























































高 橋 芳 行
フツ化ビニリデン系の高分子は,最近その大きな圧電性 ･焦電性のために盛んに研究されて
きている｡特にその分極が強い電場によって反転することが,主に反転電流の測定により明ら
かになり,強誘電性高分子であると考えられるようになってきた｡しかし高分子固体は結晶と
非晶の混合系であり,場合によっては結晶化度が5070程度のものもあるため,バルクの分極
の反転と結晶の反転の関係は必ずしも自明ではなかった｡結晶の反転を確認し,さらにその反
転挙動を調べる新しい手段としてX線の回折強度を異常散乱を考慮して用いる方法を適用した｡
分極反転の前後での特定の回折線の強度を測定した結晃 分極の方向によって強度が数パ ー
セント変化した｡その強度差は再現性よく,計算値ともよく一致したo特に,ポリフツ化ビこ
げ ンPVDFtこついては,2種類の結晶多形が混在しており,そのうちⅡp型と呼ばれる相につ
いては,初めて電場による反転の確証が与えられ,強誘電体であることがわかった｡
分極反転の動的挙動を調べるために, トリフルオロエチレンとの共重合体P(VDF-TrFE)
について回折強度の時間変化を,パルス状の電圧を試料に加えることにより調べた｡その結果
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